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三浦半島の水準点変動と地質構造との関連性

鈴木　尉元＊　小玉喜三郎＊　丸田　美幸＊＊

　　　　　　　Rece】nt　Cmstal　Defolrmat直on　and

Its　R．elationtothe　Geo亘ogic　Str腿ctures　ofthe　Miura　Pe聰insula

Yas迂moto　SuzuKIンKisabur6KoDAMA　and　Yoshiyuki　MARuTA

　　　　　　　　　　　Abstract

　　　First　Ievelling　data　in　the　Miura　Peninsula　are＆nalized　in　orderto　elucidtae　the　recent

crustal　defbrmationεtnd　its　relation　to　the　geology　and　topography．

　　　Several　discontinuities　in　vertical　defbrmation　occur　in　every　interval　oflevelling　surveys

but　their　places　are　not　always　definite．Each　unit　bounded　by　those　discontinuities　tilts　toward

the　sea　or　inland　parallel　to　shoreline　in　generaL　The　defbrmations　are　not　always　parallel　to　the

geologic　structures　ofNeogene　and　lower　Qμatemary　fbrmations　but　cross　them　usually．

　　　Vertical　defbrmations　for　about20years　are　nearly　parallel　to　the　topography。Those

飴cts　stated　above　show　that　the　fbrmation　of　the　Peninsula　is　now　in　progress．

1．　ま　え　が　き

　三浦半島には，古くから一等水準点の路線が西海岸に

そって設置され，半島の先端に近い油壷の検潮場と東京

の水準原点とを結ぶ測量は，数年に1回の割合で行われ

ている．それらの結果は・これまでしばしば解析に供さ

れてきた（たとえば原田，1948；石和田，1949）．

　1952年には，東海岸にそって新たに一等水準点の路線

が設けられた．以後数年に1回，半島を一巡する測量が

行われ，最近の地殻変動を明らかにする資料として公表

されている．それらの結果は，何人かの方によって議論

されている（檀原，1964，19711藤田，1974）．また近年

は，地震予知の問題と関連して，国土地理院地殻活動調

査室（1969，1970，1971，1972，1973）によって，定期

的に測量の結果が論じられている．

　一方，地質学的な見地から見ると，三浦半島は地質が

詳細に明らかにされている地域で，その結果は，精密な

地質図として公表されてV・る（三梨・矢崎，1968）．

　三浦半島のように，比較的狭い地域に・地質構造と直

交して平行に水準路線が設けられ，数年に1回の測量の

行われている例はあまりないであろう．したがって，三

浦半島は，地質構造と最近の地殻変動との関係を明らか
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にするのに，大変良いフィールドということができるで

あろう（第1図）．

　筆者らは，数年間の比較的短期問の地殻変動と数10年

間の変動がどのような関係にあるか，それらの変動と地

質構造や地形とはどのように関連しているかを明らかに

するために，1952年以降の半島を一巡する一等水準点の

変動の資料を解析した，

　謝辞　東大地震研究所の岡田惇博士・中村一明博士に

は，資料収集の段階でお世話になった。さらに岡田博士な

らびに同研究所笠原慶一博士には，現地でいろいろ御指

導いただき，解析結果について御討論いただいた．地質

調査所三梨昂・矢崎清貫両技官には，地質構造について

お教えいただき，水準点変動との関係について御討論い

ただいた．同所岡重文技官には，地形にっいてお教えい

ただいた．これらの方々に，あつく御礼申しあげる．

2。資料と解析方法

　解析にもちいた資料は，国土地理院発行の一等水準点

検測成果表によった．

　三浦半島を一巡する一等水準路線は，北部の横浜から

藤沢にいたる路線で，閉じた一つのループを形成してい

る（第2図）．一般に，このような路線の測量結果は，原

点を出発して一巡し・再び原点にもどっても・最初の値と

は異なった値がえられる．筆者らは，その差を水準点の
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第1図　三浦半島の地質構造概念図と一等水準点の位置

数で割り，その値を順次水準点の値に加えていって，両

者が一致するように補正した。

　従来の解析法では，これらの値を水準点の位置にあた

えて等変動量線をえがき，地殻変動が論じられた．とこ

ろが，この等変動量線の描き方にはかなり任意性が入り

こむ余地がある．したがって，地質構造との関係といっ

たこまかい議論をするためには，この線をもう少し厳密

にひく必要があるであろう．

　筆者らは，っぎのような方法で等変動量線をえがい

た．すなわち，隣り合った3っの水準点は，1つの三角

形を構成する。これら3水準点が1っの平面上にあり，

それが傾動運動をしているとすると，3水準点の変動量

から，その傾動方向と傾動量を計算することができる

（鈴木ほか，1974）．この方向を，三角形の重心の位置に

矢印で示す．ある地域が大きく連続的な変形をしている

揚合に，その様子を等変動量線であらわすことができる

が，その線は，この矢印の方向と直交しなければならな

い．したがって，この方法によれば，等変動量線を描く

際にその自由度をへらすことができるであろう．

　測地学的地塊の傾動方向と傾動量を求める方法に，宮

部（1936）によって見いだされた方法があるが，筆者らの

方法は，その特殊な場合にあたる。
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第2図　三浦半島の地名と水準点番号

3。解析結　果

　以上のべたような方法による解析の結果を，第4図か

ら第10図に示す．これらの図の中の矢印は，3水準点の

垂直変動量から計算された傾動方向であり，実線は等変

動量線である．かぎ付き実線は，変動の不連続的な変位

を示す位置で，かぎの方向は，相対的に沈降する側を示

している．その位置は，第3図の縦の太い実線と対応し

ている．

　以下に，各時期ごとに，変動傾向を検討していくこと

にする．

　1952－1955年の変動（第4図〉

　半島全体として見ると，35mm前後の変動で，大きな

傾動運動は見られない時期である．水準点番号（以下省

略する）10832－10833で北落ち，　10843－10844で南落

ち，5365．1－5365で北落ちの不連続的な変位が見られ

る．

　個々の地域的な変動傾向としては，北部の保土ケ谷付

近の33．1を中心とする上昇運動と，半島北部から中部に

かけた地域の，海岸線にほぼ平行した方向を軸とする内

陸への傾動がいちじるしい．ただし，横浜付近では，こ

の傾向があまり明瞭でない．これとは逆に，小田和湾周

辺地域は，海側への傾動が顕著にあらわれている．

　1955－1957年の変動（第5図）

　半島全体としては，南ないし南西側が上昇し，北側が沈

降するような運動が貝られる．不連続的な変位は10835
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一10836，5366．1－5366，5364－5363などに貝られるが，

いずれも半島全体の運動と調和的に，北側が沈降するよ

うに変位している．

　個々の地域の変動傾向としては，前期とは逆に，北部

の保土ケ谷付近は沈降し，半島の北東側も，海岸線にほ

ぼ平行した方向を軸に海側への傾動を示している．ただ

し追浜付近は，このような傾向とは逆に，内陸側への傾

動を示している．南部は全体として南あがり北さがりの

傾向を示すが，西側の初声付近では，南北方向を軸に東

さがりの傾向が認められる．

　1957－1960年の変動（第6図）

　半島全体としては，南西側が上昇し，北東側とくに中

部の追浜付近が沈降するような傾向を示す．また，北部

もいちじるしい上昇を示している．不連続的変位は，25

－32．1で東落ち，10838－10839で南落ち，10840－1G841

で北落ち，10846－10847で北東落ち，5366．1－5366で南

落ちなどの変位が認められる．

　っぎに，地域ごとの変動傾向を見ることにする．保土

ケ谷付近は，前期と同様に沈降傾向を示している．その

南西方の戸塚付近では，南東あがり北西さがりの傾向を

示す．金沢文庫から鎌倉・逗子にいたる地域は，内陸の

上昇傾向を示すが，東側の金沢文庫付近は，海岸線にか

なり斜交した北東一南西方向を軸に，南東方への傾動傾

向を示している．一方，それ以南の地域は，海岸線にほ

ぼ平行した方向を軸に，内陸側へ傾動する傾向を示して

いる．ただし，南部の初声付近では，南北方向を軸に海

側への傾動を示す．

　1960－1963年の変動（第7図）

　半島は，全体として8mm前後の変動を示し，あまり

大きな傾動傾向を示さない．不連続的変位は，　10828－

10829，10838－10839，10843－10844などに見られ，最

初の位置で北落ち，後の2つの位置で南落ちの変位を示

す．

　地域的な変動傾向としては，半島東側の内陸側への傾

動，南西側の海側への傾動がいちじるしい．南部の初声

付近では，前期とは逆に，南北方向を軸に東さがりの傾

向を示す．

　1963－1965年の変動（第8図）

　全体として，半島の南西側の上昇，北東側の沈降傾向

がいちじるしい。10837－10838，10842－10843，5364．1

－5364，5361－5360．1などに不連続的変位が見られ，い

ずれも北落ちの傾向を示している．

　この時期は，南部を隙いて，海岸線にほぼ平行した方

向を軸に，内陸側への傾動傾向を示している．ただし，

葉山付近は，海岸線に斜交した北東一南西方向を軸に，

南東方へ傾動している．南西部の初声付近では，前期と

は逆に，北西一南東ないし南北方向を軸に，南西ないし

西側への傾動を示している。

　1965－1968年の変動（第9図）

　前期とは逆に，北東側とくに北部の上昇，南西側とく

に南部の沈降がいちじるしV・．不連続的変位は，　10838

付近dO843－10844，5364．1－5364，5361－5360．1など

に見られる．落ちの方向は，10843－108必が南落ちであ

るほかは，すべて北落ちである．

　地域ごとの変動傾向は，南部ないし南西部をのぞい

て，海岸線にほぼ平行した方向を軸に，海側への傾動傾

向を示している．ただし，北東部の杉田・金沢文庫付近

においては，海岸線と多少斜交した北東一南西方向を軸

としている．南西部は南西方への，南部は南方への傾動

傾向を示す．

　1968－1970年の変動（第10図）

　半島全体として，南西側，そのうちとくに南部が上昇

し，北東側とくに北部が沈降する傾向を示している．

10834－10835，10837－10838，10845－10846，5366。1－

5366，5364－5363．1などに不連続的変位が認められ，

10845－10846が南西落ちを示すほかは，いずれも北落ち

の傾向を示す．

　地域ごとの変動傾向としては，北部が海岸線にほぼ平

行した方向を軸に海側への傾動を示すのに対して，中部

ないし南東部は，内陸側への傾動を示している．南部の

初声付近は，南北方向を軸に東さがりの傾向を示す。

　全期間の累積した変動（第11図）

　以上，1952年から1970年にいたる三浦半島の地殻の変

形を，2，3年の短期間ごとに検討してきたが，それら

を積算した20年近くの期間にはどのような変形となるか

を，つぎに検討することにする，

　その結果を示したのが第11図であるが，半島は全体と

して，南西側が上昇し，北東側が沈降するような運動を

していることがわかるであろう．変形の不連続部は，

10837－10838dO843付近，5364付近などに見られる．

10843付近は南落ちであるが，他の2不連続部はいずれ

も北落ちである．

　地域ごとの変動としては，現在の海岸線にほぼ平行し

た方向を軸とした変形が顕著である．すなわち，半島周

辺の海岸線にそって設けられている水準点相互の変位は

あまり大きくなく，ぞれと直交する方向に大きくなる・

半島の北東側や北西部では，一般に内陸が上昇し，海側

に沈降する運動がいちじるしい．ただし，追浜や逗子・

葉山付近では，多少等変動量線が海岸線に斜交する，そ

のほかの地域では，傾動方向はあまり明瞭でない．
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第12図 各時期の不連続的変位を示す場所

数字は不連続的変位の回数

第13図 三浦半島北部1（金沢文庫一大船付近）と中部H

一小田和湾付近）を切る概念的な変形断面図

　　　　1－7の数字は測量期問（第1表参照）、

（横須賀



　　　　　第14図　三浦半島の南西縁にそう地質断面と1952－1970年の累積した水準点の変動との関係
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三浦半島の水準点変動と地質構造との関連性（鈴木尉元。小玉毒三郎。丸田美幸）

4．解析結果の検討

　つぎに，以上の解析結果をまとめて検討することにす

る．三浦半島の変動には，半島全体の一般的な変動傾向

と，地域ごとの局地的な変動傾向とが区別される．全般

的な変動としては，a）南あがり北さがりの運動，b）

南西あがり北東さがりの運動，c）北あがり南さがりの

運動，d）全般的な傾動運動があまりいちじるしくない

時期が区別される．a）は1955－1957年，b）は1957－

1960年，1963－1965年，1968－1970年，c）は1965－1968

年，d）は1952－1955年，1960－1963年に見られる．す

なわち，南西側があがり北東側がさがるような傾向を示

す時期がもっとも多い．次いで，あまり傾動傾向のいち

じるしくなV’時期がつづく．結局，1952年から1970年に

わたる累積した変形としては，南西側があがり北東側が

さがるような傾向をとることになる．

　不連続的変位を示す位置は，時期ごとに必ずしも一定

していない，しかし，とくに不連続的な変位のあらわれ

やすV・位置がある（第12図）．、10837－10838，10843－

10844および5364。1－5364，5364－5363．1，5361－5360．1

などで，前者は3回，後者は2回の不連続的変位を示し・

その変位傾向も一定している・10838－10839，5366．1－

5366も3回の不連続的変位を示しているが，その変位傾

向は一定しない．

　不連続的変位の方向は，地域ごとにかなりr一定した傾

向を示している．半島の北東側では，10838－10839を除

いていずれも北側が落ちる傾向を示す．また南西側にっ

いても同様に，北側が落ちる傾向を示している．

　結局，不連続的変位がおこりやすく，しかも変動傾向

の一定してV・る所に，1952年から1970年にわたる長期問

の大きな不連続的変位があらわれてくる．

　地域ごとの変動としては・一般に海岸線にほぼ平行し

た方向を軸に，海側へあるいは陸側への傾動がいちじる

しい（第13図）．ただし，ときに海岸線にかなり斜交した

傾動を示すことがあるが，そのような運動は，南あるい

は北への半島の大きな傾動運動の時期に，特定の地域に

あらわれる傾向がある．これらの傾向が積算されて，

1952年から1970年にいたる20年近くの期間をへると，半

島の地形とほぼ平行した変形となっていく．

　第14図は，・三浦半島の西岸にそう地質断面と，1952年

から1970年にいたる18年問の水準点の変位との関係を示

したものである．この地質断面図には，三浦層群堆積時

からの地殻変動が集約してあらわされている．その間も

っとも隆起したのは，現在葉山層群の露出している中央

部であって，北部や南部の三浦層群・上総層群・長沼層

が分布する地域は，相対的に沈降したことを物語ってい

る（第1図）．とくに上位層の分布する地域は，新しい時

代の相対的な沈降の場を示している．

　三浦半島の地質構造と最近の18年間の変動とを比較す

ると，上にのべたような地質時代の地殻変動をそのまま

延長したような形では，最近の地殻変動は行われていな

いことがわかるであろう。とくに，周辺地域に対して隆

起してきた葉山層群の分布する地域は，最近かならずし

も隆起していない．

　現在の三浦半島の地形は，地質構造が基本的に東西な

いし北北西一南南東の方向をとるのに対して，これと直

交する相模湾や東京湾によって周辺を劃されている．半

島の南西側では，山地が海岸にせまり急崖を形成してい

る．ここから北東に向かって地形はしだいに低くなり，

東京湾に沈んでゆく．さきにのべた最近18年間の地殻の

変動は，このような地形の概形とほぼ平行しているとい

えるであろう．このことは，三浦半島を形成する運動は

現在進行していることを示しているのであろう．

5。　ま　と　め

　三浦半島の最近の地殻変動は，現在の地形とほぼ平行

して行われる傾向がある．2，3年の短期間の変動では，

海岸線に平行して傾動するが，その方向はかならずしも

地形と平行せず，ときに逆行する．しかし20年近く変動

が累積されると，現在の地形と平行するようになる．こ

のような運動様式は，第三系や下部第四系の地質構造と

は必ずしも平行せず，むしろそれを切るような傾向であ

る．

　不連続的変位を示す位置は時期によって一定しない

が，とくに不連続的変位のあらわれやすい位置があり，

20年近くの変動では，大きな不連続としてあらわれてく

る．その位置は，地質学的に大きな断層の確認されてい

る位置とは必ずしも一致しない（第1図，第12図）．

　これらの事実は，現在の地殻変動が前期第四紀までの

地殻変動とはかなり異質なものを含んでいることを示し

ている．現在の地殻変動は，地形と平行するもので，三

浦半島を形成する運動が現在進行していることを示して

いるものと思われる．
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地質調査所月報（第27巻第1号）

第1表水準点の変動量 （単位　mm）

　　　　1

1952－1955
　　　　2

1955－1957
　　　　3

1957－1960
　　　　4

1960－1963
　　　　5

1963－1965

　　　　6

1965－1968
　　　　7

1968－1970 1952－1970

36．0 32．1 25．8 17．6 6．4
一 一 一 一

36．1 31．8 23．9 三8．1 7．1 1．8 ・一14．3 10．2 78．6

5360．0 25．8 34．9 16．2 8．5 1．6 29．6 11．7 128．3

5360．1
一

30．手 15．1 5．2 一3．2 一20．4 13．2 一
5361．0 33．2 32．5 14．3 7．8 一8．8 一12，9 16．O 82．1

5361．1 34．0 31．7 16．5 5．1 一8．3 一20．2 16．7 75．5

5362．0 33．2 30．0 一
3．1 一8．1 一26．3 16．4 一

5362．1 32．7 32．3 14．9 6．7 一7．7 一25．1 16．2 70．0

5363．0 31．7 34．3 12．6 8．1 一12．2 一29．7 14．5 59．3

5363．1 31．9 31．7 13．2 6．0 一15．0 一27。4 10．8 51．2

5364．0 34．4 一 12．9 6．7 一20．4 一26．5 16．3 一
5364．1 36．1 39．0 13．1 6．3 ＿17．9 一23．6 11．4 64．4

5365．0 35．6 39．2 12．7 7．6 一21．4 ・一28．3 15．9 61．3

5365．1 40．8 39．9 11．9 9．7 一22．4 一28．7 14．8 66．0

5366．0 36．2 39．1 12．9 8．9 一20．3 一32．5 16．7 61．0

5366．1 33．9 45．2 9．2 10．8 一22．9 一37．0 22．7 61．9

5367．0 一 46．4 9．1 12．3 一23．0 一39．4 22．9 一
5367．1

一 ｝ 一 一
一20．1 一4L2 19．3 一

5367．2 30．1 4，6．7 10．9 9．1 一22．1 一42．6 17．3 49．4

26．0 一 一 一 11．9 一23．4 一42．8 17．1 一
10849 23．9 37．7 11．6 8．7 一22。1 一41．0 16．O 34．8

10848 27．1 44：．0 11．1 8．7 一26．3
一 19．5 一

10847 一 41．5 11．2 9．4 一24．6 一39．3 14．5 一
10846 20．6

一
1．5

一
一28．9 ＿33．4 15．1 一

10845 26．0 35．7 4：．3 6．4 一29．8 一37．8 19．3 24．1

10844 25．8 36．0 5．0 7．9
一

一34．2 18．2 一
10843 34．2 34．5 6．9 10．5 一30．3 一22．5 16．2 49．5

10842 32．8 34．3 4．7 10．4 一37．3 一11．8 13．3 46．4

10841 33．2 34．5 3．5 8．7
一

一10．4 11．5 ｝
10840 36．3 31．8 一3．1 5．3 一35．9 一15．2 10．8 30．1

10839 32．0 32．2 一〇．9 1．3 一36．4 一10．0 9．4 27．6

10838 33．3 29．9 7．7 5．8 一35。6 一24．4 10．8 27．5

10837 31．2 29．4 5．4 3．7 一38．5 一25，2 6．8 12．8

10836 32．7 31．3 9．2 7．0 一34．1 一16．3 7．7 37．5

10835 34．5 26．5 14．2 2．9 一31．2 一7．3 9．1 48．7

10834 36．1 26．7 16．7 5．2 一27．7 一5．0 5．7 57．7

10833 35．6 26．生 20．8 6．1 一25．9 一1．4 3．9 65．5

10832 32．0 26．3 20．9 2．1 一27．7 3．7 3．4 60．7

10831 30．0 27．4 18．3 5．4 一25．0 7．9 5．7 69．7

10830 22．8 21．8 一6．1 一5．6 一33．9 10．3 一40．7 一31．4

10829 33．1 23．8 17．4 8．6 一23，6 13．2 一3．1 69．4

10828 31．3 17．7 17．4 一3．8 一23．0 8．0 8．4 56．0

32．1 一 一 20．3 一〇．7
一 ｝ 一 一

25．0 33．0 26．5 24．2 14．8 『 一 一 一

33．1 37．5 18．5 22．9 7．6
一 一 一 『

、

34．0 31．7 26．7 20．4 一 一 一 一 一

34．1 32．2 26．7 16．2 3．0
一 一 一 一

35．0 31．2 27．9 20．0 5．2
一 一 一 一

35．1 38．9 18．3 19．2 8
． 8 一 一 一 一
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